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第
1
6
回

会
場
内
に
勢
揃
い
し
た
二
十
口
ヵ
国
の
代
表
者
た
ち

　
初
め
て
太
平
洋
を
わ
た
っ
た
こ
の
大
会
は
、

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

を
！
L
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

表
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
出
席
、

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
）
、
代
表
団
と
し
て
野
口
善
雄
本
会
理
事
長
（
世
界
仏
教
徒
連

盟
W
F
B
副
会
長
）
以
下
約
騒
騒
（
主
な
参
加
者
は
別
掲
）
が
参
加
、
各
国
の
仏
教
関

係
者
と
、
交
流
の
場
を
持
ち
、
友
好
を
深
め
た
。

．
ま
た
大
会
開
会
式
の
翌
日
に
は
、
日
米
仏
教
徒
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
仏
教
代
表

団
と
ア
メ
リ
カ
の
地
で
活
躍
し
て
い
る
各
懸
鯛
教
使
の
方
々
及
び
旧
懸
人
信
徒
の
人
た
ち

が
一
堂
に
会
し
、
有
意
義
な
親
善
の
機
会
を
も
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
第
十
六
回
世
界
仏
教
徒
会
議
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

　
　
　
　
　
大
会
は
、
昨
年
（
一
九
八
八
）
十
一
月
十
九
日

　
　
　
　
　
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
ア
メ
り
力
合
衆
国
ロ
サ

　
　
　
　
　
ン
ゼ
ル
ス
市
郊
外
の
台
湾
系
寺
院
、
仏
光
山
西

　
　
　
　
　
来
寺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
平
和
に
向
か
っ
て
仏
教
徒
の
結
集

世
界
二
十
一
ヵ
国
五
十
四
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
約
四
百
人
の
代

　
　
日
本
か
ら
は
、
特
別
来
賓
と
し
て
大
谷
光
真
本
会
々
長

大
会
初
め
て
太
平
洋
を
渡
る

大
谷
光
真
会
長
が
挨
拶

こ
の
た
び
の
大
会
会
場
と
な
っ
た
仏
光
山
西

日本を代表して挨拶する大谷会長

来
寺
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
中
心
部
か
ら
車
で
約

一
時
間
の
丘
陵
地
ハ
シ
ェ
ン
ダ
・
ハ
イ
ツ
に
あ

っ
た
。
大
会
を
目
指
し
、
突
貫
工
事
で
建
立
さ
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挨拶する宮原スナオWFB副会長歓迎の挨拶を述べる星雲法師
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大会会場に立ち並ぶ七つの殿堂

れ
た
と
い
う
こ
の
寺
院
に
は
、
約
十
四
エ
ー
カ

ー
（
五
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
敷
地
に
、

大
雄
宝
殿
を
中
心
と
し
て
七
つ
の
殿
堂
が
建
ち

な
ら
ん
で
い
る
。
北
京
・
故
宮
の
総
和
殿
を
模

し
た
も
の
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
大
雄
宝
殿
は
、

中
国
様
式
の
建
造
物
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
以
外

で
は
最
大
級
と
思
わ
れ
、
陽
光
に
輝
く
金
色
の

屋
根
を
見
上
げ
て
い
る
と
、
し
ば
し
ア
メ
リ
カ

に
い
る
こ
と
を
忘
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
各
殿
堂
の
内
部
は
、
極
彩
色
に
荘
厳
さ
れ
、

中
国
仏
教
伝
統
の
諸
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
を
色
と
り
ど
り
の
衣
に
身
を
つ
つ
ん
だ

各
国
仏
教
関
係
者
が
行
き
か
う
姿
は
、
W
F
B

大
会
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
、
仏

教
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
宗
教
で
あ
る
こ

と
を
、
各
参
加
者
に
強
く
印
象
づ
け
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。

次
期
開
催
地
は
韓
国

　
開
会
式
は
、
二
十
日
午
後
二
時
か
ら
、
関
係

者
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
大
雄
宝
殿
を
会
場
に
、

星
雲
法
師
（
西
来
寺
山
王
）
の
歓
迎
の
言
葉
で

始
ま
っ
た
。

　
サ
ン
ヤ
・
ダ
ル
マ
サ
ク
テ
ィ
W
F
B
会
長
開

会
の
辞
（
サ
ン
や
氏
欠
席
の
た
め
、
宮
原
ス
ナ

オ
副
会
長
が
代
読
）
に
つ
づ
い
て
、
大
谷
光
真

会
長
が
、
各
国
か
ら
の
来
賓
を
代
表
し
て
挨
拶

を
行
っ
た
。
（
別
掲
）

　
そ
の
後
、
各
国
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
祝
辞
が
披

露
さ
れ
、
特
別
来
賓
紹
介
、
各
セ
ン
タ
ー
代
表

紹
介
等
が
行
わ
れ
、
午
後
四
時
す
ぎ
、
開
会
式

は
終
了
し
た
。

　
大
雄
宝
殿
に
入
り
き
れ
な
い
参
加
者
の
た
め

に
、
別
室
で
は
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
で
の
中
継
も

行天皇の崩御にあたり

心より　哀悼の意を表します
大
潮

全日本仏教会財団法人
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行
わ
れ
、
ま
た
、
境
内
の
各
所
で
仏
旗
等
を
背

に
、
記
念
撮
影
を
行
う
人
た
ち
の
姿
が
み
ら
れ

た
。　
午
後
六
時
か
ら
は
、
西
来
寺
主
催
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
日
本
か
ら
は
、
大
谷
会
長
、

野
口
理
事
長
等
の
代
表
が
出
席
し
た
。

　
翌
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
は
、
全
体
会

議
や
常
設
委
員
会
が
相
次
い
で
開
か
れ
、
種
々

の
問
題
が
協
議
さ
れ
、
さ
ら
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
、
各
国
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

代
表
者
に
よ
っ
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　
二
十
四
日
の
閉
会
式
で
は
、
各
常
設
委
員
会

で
討
議
さ
れ
た
問
題
が
報
告
さ
れ
、
①
国
連
や

ユ
ネ
ス
コ
へ
の
積
極
的
参
加
、
②
各
仏
教
団
体

の
相
互
連
絡
の
強
化
、
③
世
界
平
和
へ
の
仏
教

徒
の
寄
与
、
等
が
決
議
さ
れ
、
次
期
会
議
の
開

催
国
と
し
て
は
、
韓
国
が
満
場
一
致
で
決
定
さ

れ
た
。

　
翌
二
十
五
日
に
は
、
大
会
代
表
団
に
よ
る
ロ

　
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

時
機
に
か
な
っ
た
会
議

　
　
　
　
　
　
　
松
濤
弘
道
雨
請
る

　
な
お
、
こ
の
大
会
期
間
中
、
日
本
代
表
団
の

公
式
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
全
日
程
に
出
席

し
た
、
上
野
学
園
大
学
教
授
・
松
濤
弘
道
師
は

大
会
終
了
後
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

サ
ン
ゼ
ル
ス
市
内
各
国
仏
教
寺
院
め
ぐ
り
が
行

わ
れ
、
日
本
を
は
じ
め
、
タ
イ
、
チ
ベ
ッ
ト
、

ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
な
ど
の
寺
院
へ
の
参
拝
を
通

し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
仏
教
の
実
態
が
、

紹
介
さ
れ
た
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
・

　．

u
会
議
の
期
間
中
を
通
し
て
、
参
加
者
が
持

参
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
教
活
動
の
資
料
や
情
報

の
交
換
な
ど
が
、
宗
派
や
人
種
の
別
な
く
参
加

者
同
士
の
間
で
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
各
所

で
見
ら
れ
、
今
後
の
活
動
に
資
す
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
そ
れ
だ
け
で
も
会
議
の
意
義
は
大
い
に

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ア
ジ
ア
以
外
の
地
で
の
開
催

歴
史
的
な
深
い
意
義

大
谷
会
長
の
祝
辞

　
第
十
六
回
世
界
仏
教
徒
会
議
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
大
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
全
日
本

仏
教
会
を
代
表
し
て
祝
辞
を
申
し
述
べ
ま
す

機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の
大
き
な
喜

び
で
あ
り
ま
す
。

　
顧
み
れ
ば
、
世
界
仏
教
徒
会
議
は
、
一
九

五
〇
年
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い
て
第
一
回
会

議
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
一
貫
し
て
ア
ジ
ア

に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日

本
に
お
い
て
も
、
一
九
五
二
年
と
一
九
七
八

年
の
二
度
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

特
に
、
一
九
七
八
年
の
第
十
二
回
会
議
で
は

二
十
三
ヶ
国
、
四
十
八
セ
ン
タ
ー
、
四
百
名

の
代
表
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
皆
様
に
私
が
全

日
本
仏
教
会
会
長
と
し
て
、
歓
迎
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
た
こ
と
を
今
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
度
の
第
十
六
回
会
議
は
、

ア
ジ
ア
以
外
の
地
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
お
い
て
、
歴
史
的
な
深
い
意
義
が
あ
り

ま
す
。
皆
様
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア

各
地
か
ら
米
国
に
伝
え
ら
れ
た
仏
教
は
、
今

日
、
様
々
の
花
を
咲
か
せ
て
お
り
、
日
本
か

ら
伝
え
ら
れ
た
仏
教
も
百
年
の
歴
史
を
有
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
東
洋
と
西
洋
の
出

会
い
と
な
り
、
現
代
文
明
の
行
方
を
案
ず
る

人
々
の
灯
火
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
短
日
月
の
間
に
、
こ
の
よ
う
な
豪
壮
華

麗
な
大
伽
藍
を
建
立
さ
れ
、
本
会
議
を
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
星
雲
法
師
を
は
じ
め
仏

光
山
の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
対
し
て

衷
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
ご
好

意
に
対
し
て
、
深
く
感
謝
い
た
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
会
議
の
テ
ー
マ
で
あ
る
”
世

界
平
和
の
た
め
に
W
F
B
の
一
致
協
力
を
”

の
趣
意
が
世
界
の
仏
教
徒
に
及
ぶ
こ
と
を
念

願
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
今
ま
で
の
世
界
仏
教
徒
会
議
の
開
催
地
が
み

な
ア
ジ
ア
の
仏
教
国
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
史

上
は
じ
め
て
ア
メ
リ
カ
と
い
う
仏
教
に
な
じ
み

の
う
す
い
場
所
を
選
ん
だ
こ
と
に
、
当
初
奇
異

と
危
惧
の
念
を
抱
い
た
人
が
い
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
が
、
実
際
に
開
催
し
て
み
て
そ
れ
が
杞

憂
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
人
の
間
に
わ
れ
わ
れ

の
想
像
以
上
に
仏
教
に
関
心
と
期
待
の
高
い
こ

と
が
わ
か
り
、
そ
れ
だ
け
世
界
的
視
野
の
下
で日本から参加した代表団

東
西
の
融
合
を
図
ろ
う
と
す
る
意
欲
と
寛
容
さ

に
敬
意
を
表
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ず
、
仏
教
東
漸

の
た
め
に
も
ま
こ
と
に
時
機
に
か
な
っ
た
会
議

で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

　
さ
ら
に
松
濤
師
は
、
参
加
者
か
ら
の
日
本
仏

教
界
へ
の
声
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。　
「
痛
感
し
た
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
国
際
政
治

や
経
済
貿
易
の
面
で
わ
が
国
が
先
進
国
に
躍
進

し
た
こ
と
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
仏

一4一
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’
軸
鴇

甑”

’
聾
セ

ゲ

’
　
が

㌔
、

葦
噸
廿

灘

’畷

ﾖ
、
鍵 堺

田
確

鉢一

訓

佃

“

や

重．

霊

、
喜

、
鋳

醜
騨

．
蹄

臓解

帝
漁

黙
’
鱗
、

　
　
　
　
墨
黛

　
勤
、

撫
暫
・
押
昏
承

　
　
鰍
嘉

開
会
式
会
場
を
嗣
杯
に
埋
め
た
各
国
代
表
の
参
加
者
た
ち

瞳
、

嬢
離
、鴬

占バP

課繍
叩頭’

一
跡

酔

鞭
へ
“

’
鍵

、
読

教
界
や
仏
教
徒
に
物
心
両
面
に
わ
た
り
支
援
を

期
待
す
る
人
々
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
釈
尊
誕

生
の
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
開
発
問
題
や
、
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
や
ス
・
リ
ラ
ン
カ
の
水
害
救
援
活
動

や
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
の
財
政
基
盤
の
強
化
な

ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
お
金
の
か
か
る
こ
と
ば

か
り
で
あ
る
が
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
日

本
の
仏
教
徒
が
な
ぜ
も
っ
と
積
極
的
に
支
援
の

手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
声

を
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
聞
か
さ
れ
た
L

ア
メ
リ
カ
側
か
ら
二
百
二
十
人
が
出
席

歓
迎
の
辞
を
述
べ
る
山
下
顕
光
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
仏
教
離
調
連
合
会
会
長

　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
　
●

　
第
十
六
回
世
界
仏
教
徒
会
議
開
会
式
の
翌
二

十
一
日
、
午
後
七
時
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ヒ
ル

ト
ン
ホ
テ
ル
で
「
日
米
仏
教
徒
交
歓
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
日
本
か
ら
多
数
の
仏
教
関
係
者
が

訪
米
す
る
機
会
に
、
長
い
間
ア
メ
リ
カ
の
地
で

尽
力
さ
れ
た
開
教
使
の
方
々
や
、
日
系
人
仏
教

信
徒
の
人
た
ち
と
交
歓
の
時
を
持
ち
、
両
国
仏

教
徒
相
互
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
企
画
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
三
三
〇
人
（
日
本

側
一
一
〇
人
、
ア
メ
リ
カ
側
二
二
〇
人
）
の
出

席
者
で
一
杯
に
な
っ
た
会
場
は
、
開
会
前
か
ら

和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
、
日
本
語
、
英
語

の
歓
談
が
つ
づ
い
て
い
た
。

　
午
後
七
時
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
の
中
を
、

大
谷
光
真
会
長
が
入
場
、
司
会
者
が
開
会
を
宣

言
し
た
。
こ
の
日
、
司
会
を
担
当
し
た
の
は
、

本
会
の
斎
藤
明
聖
同
和
推
進
部
長
（
日
本
語
）

と
東
本
願
寺
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
別
院
の
伊
東
憲
昭

師
（
英
語
）
の
お
二
人
。

　
最
初
に
、
毛
利
正
寄
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
仏
教
各

宗
連
合
会
副
会
長
が
導
師
と
な
っ
て
三
帰
依
文

を
唱
和
、
つ
づ
い
て
大
谷
光
真
会
長
が
、
要
旨

次
の
よ
う
に
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
「
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
が
こ
の
地

に
第
一
歩
を
印
し
た
の
は
、
既
に
百
二
十
余
年

前
の
遥
か
昔
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
れ
ば
我
が
同
胞
は
良
く
あ
ら
ゆ
る
銀
難
辛

苦
に
堪
え
て
奮
闘
努
力
し
ま
し
た
。
今
日
、
日

系
人
の
皆
々
様
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に

お
い
て
活
躍
さ
れ
、
深
い
信
頼
と
尊
敬
を
か
ち

え
て
い
る
と
う
か
が
い
、
誠
に
御
同
慶
に
堪
え

一5一
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ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
の
交
歓
会
で
挨
拶
す
る
大
谷
会
長

㌣
撫

鯛
拶

欝
避

難
’

な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
私
は
ひ
そ
か
に
思
い

ま
す
の
に
、
そ
の
さ
い
日
系
人
の
皆
様
の
精
神

的
支
柱
と
し
て
仏
教
の
信
仰
が
与
っ
て
力
が
あ

っ
た
も
の
と
信
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

て
日
系
人
の
方
々
と
共
に
汗
を
流
し
て
開
教
に

挺
身
し
、
当
地
の
仏
教
の
興
隆
に
偉
大
な
貢
献

を
し
た
開
教
使
の
皆
々
様
、
そ
の
開
教
使
を
助
け

覆縷
　　　難

なごやかな交歓風景、熱心に話を聞くアメリカのご婦人

・
奮
粛

た
信
徒
の
皆

々
様
の
御
努

力
に
対
し
、

薦
め
て
衷
心

よ
り
敬
意
と

謝
意
を
表
し

た
い
と
思
い

ま
す
。

　
本
席
、
普

段
は
太
平
洋

を
隔
て
て
は

い
て
も
、
同

じ
仏
教
の
信

仰
に
生
き
る

私
達
が
、
こ

う
し
て
一
堂

に
会
し
て
交

歓
を
深
め
る

　
　
こ
　
　
ら

こ
と
カ
で
き

る
と
い
う
こ

と
は
誠
に
嬉

し
い
か
ぎ
り

で
あ
り
ま
す
。

今
日
、
太
平

洋
は
日
米
両

国
に
と
っ
て

内
海
と
化
し

た
感
が
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
日
米
仏
教
徒

は
、
い
よ
い
よ
互
い
に
手
を
携
え
て
関
係
を
強

化
し
、
仏
教
紹
隆
、
日
米
友
好
、
世
界
平
和
の

た
め
に
努
力
を
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
θ

　
次
に
ア
メ
リ
カ
側
を
代
表
し
て
、
山
下
一
一

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
仏
教
各
宗
連
合
会
々
長
（
曹
洞

一6一
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宗
北
米
開
教
総
監
）
及
び
、
山
岡
誓
源
米
国
仏

教
団
総
長
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
の
お
二
方

か
ら
歓
迎
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
司
会
者
か
ら
主
賓
紹
介
が
あ
っ
た
後
、
食
前

の
合
掌
を
波
多
泰
亮
米
国
仏
教
団
南
部
教
区
長

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
が
、
乾
杯
を
野
口
本

会
理
事
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
発
声
を
行
っ
て
会
食

に
移
っ
た
。
な
お
紹
介
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
側
主

賓
は
、
毛
利
、
山
下
、
山
岡
、
波
多
各
師
の
他
、

曽
我
部
了
勝
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
仏
教
孟
宗
連
合
会

副
会
長
（
高
野
山
真
言
宗
北
米
開
教
総
監
）
、
馬

連
宗
身
延
山
米
国
別
院
の
藤
原
良
法
師
、
川
合

了
勝
北
米
浄
土
宗
別
院
総
監
、
斎
藤
暁
紅
東
本

願
寺
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
別
院
輪
番
・
北
米
開
教
区

開
教
監
督
等
の
方
々
で
あ
っ
た
。

　
会
食
も
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
こ
の
日
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
日
本
商

工
会
議
所
副
会
頭
の
小
野
寺
ヘ
ン
リ
ー
氏
よ
り

祝
辞
が
あ
り
、
両
国
仏
教
徒
が
記
念
品
を
交
換

し
て
、
友
好
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
特
に
こ
の
交
歓
会
の
た
め
に
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
仏
教
各
宗
連
合
会
が
製
作
し
た
ス

1
岐
阜
一
　
杉
山
　
令
肇
　
6
5
歳
　
自
民
・
現

①
岐
阜
県
仏
教
会
　
②
龍
谷
大
卒
　
法
務
政
務

次
官
　
党
法
務
部
会
長
　
③
参
議
院
文
教
委
員

長

ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
た
。
ス
ラ
イ
ド
は
、
百
年

を
超
え
る
日
系
移
民
の
困
難
を
き
わ
め
た
苦
闘

の
開
拓
史
を
、
各
宗
開
教
使
の
血
の
滲
む
よ
う

な
努
力
の
足
跡
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
再

現
し
て
お
り
、
非
常
に
感
動
的
な
仕
上
が
り
に

な
っ
て
い
た
。
一
コ
マ
ー
コ
マ
画
面
が
進
む
う

　
　
日
本
か
ら
の
主
な
参
加
者
　
　
…

　
な
お
、
大
谷
光
真
会
長
、
野
口
善
雄
理
事
長

以
外
の
、
日
本
か
ら
の
主
な
参
加
者
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
上
月
照
宗
　
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
監
院

　
来
馬
規
雄
　
曹
洞
宗
総
務
部
長

　
北
條
成
之
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
務

　
中
山
知
見
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
広
報
部
長

　
　
へ

ち
に
、
感
き
わ
ま
っ
て
か
思
わ
ず
ハ
ン
ケ
チ
を

目
に
す
る
人
の
姿
が
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
見

ら
れ
た
。

　
交
歓
会
は
、
最
後
に
食
後
の
合
掌
を
曽
我
部

師
が
、
ま
た
閉
会
の
辞
を
白
川
事
務
総
長
が
行

っ
て
、
全
て
の
日
程
を
終
了
し
た
。

●
　
●
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
●
　
●

不
破
　
仁

川
井
匡
俊

市
川
智
康

藤
井
真
水

澤
井
進
堂

北
角
円
澄

竹
村
智
優

近
藤
隆
敬

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

真
宗
大
谷
派
参
務

浄
土
宗
財
務
局
長

日
蓮
宗
大
本
山
本
門
寺
執
事

高
野
山
真
言
宗
宿
老

臨
済
宗
妙
心
寺
派
師
家

天
台
宗
社
会
部
長

真
言
宗
智
山
派
教
区
代
表
会
議

長全
霊
国
際
専
門
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
（
真
言
宗
智
山
派
）

　
相
島
俊
昭
　
真
言
宗
豊
山
派
会
計
課
長

　
ま
た
、
本
会
関
係
者
と
し
て
事
務
総
局
か
ら

は
、
白
川
良
純
事
務
総
長
、
川
島
宏
之
総
務
部

長
、
剛
山
浩
義
財
務
部
長
、
斎
藤
明
聖
同
和
推

進
部
長
、
野
生
司
祐
宏
社
会
部
長
、
杜
多
徳
雄

国
際
文
化
部
長
（
W
F
B
執
行
委
員
）
、
西
岡
知

圓
総
務
部
次
長
、
神
代
諺
文
財
務
部
次
長
、
木

内
隆
志
国
際
文
化
部
次
長
、
水
野
和
子
主
事
が
、

さ
ら
に
神
田
洋
子
日
記
連
主
事
、
長
谷
川
正
浩

顧
問
弁
護
士
等
が
こ
の
大
会
へ
参
加
し
た
。

　
一
方
、
第
十
六
回
世
界
仏
教
徒
会
議
と
並
行

し
て
、
第
七
回
世
界
仏
教
青
年
会
議
が
開
か
れ
、

日
本
か
ら
は
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
の
神
野
哲

州
師
を
は
じ
め
、
約
二
〇
人
が
出
席
し
た
。

圏
極
圏
全
ム
の
推
薦
候
補

本
年
七
月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
第
十
五
　
　
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
、
本
会
は
加
盟
団

1
青
森
－
　
松
尾
　
官
平
　
6
1
歳
　
自
民
・
現

①
浄
土
宗
②
中
央
大
中
退
　
労
働
政
務
次
官
、

③
党
広
報
副
委
員
長
　
参
議
院
環
境
特
別
委
員

会
理
事

　
　
　
一
三
重
1

水
谷
　
力
　
6
2
歳
　
自
民
・
現

①
浄
土
宗
②
早
大
卒
　
党
県
連
会
長

対
副
委
員
長
　
③
農
林
水
産
政
務
次
官

党
国

体
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
立
候
補
予
定
者
に
対
し
、

推
薦
状
を
交
付
し
て
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
、
各
団
体
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
順
に
、

本
誌
に
掲
載
し
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
推
薦
団
体
②
略
歴
　
③
現
職

　惣㌣1
福
岡
1

①
浄
土
宗

員
会
理
事

③
党
総
務

遠
藤
　
政
夫
　
6
5
歳
　
自
民
・
現

②
東
大
卒
参
議
院
議
貝
運
営
委

大
蔵
政
務
次
官
　
党
労
働
部
会
長
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文
化
財
保
護
の
充
実

　
本
会
で
は
、
仏
教
文
化
財
の
保
護
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
、
昨
年
十
二
月
十
四
日
、
左
記

の
よ
う
な
「
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
保
護
対
策

の
充
実
に
つ
い
て
の
要
望
書
」
を
、
野
口
善
雄

全
仏
理
事
長
名
で
、
自
由
民
主
党
文
教
部
会
、

文
教
制
度
調
査
会
、
文
教
局
へ
提
出
し
た
。

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
保
護
対
策
の
充
実
に

つ
い
て
の
要
望
書

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
・

文
化
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
永
く
子
孫

に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
ど
も
所
有
者
は
、
そ
の
自
覚
の
も
と
に
保

存
管
理
に
日
夜
苦
心
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、

窮
迫
し
た
財
政
状
態
等
に
よ
り
保
存
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
文
化
財
保
護
に
問
題
を
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
文
化
財
の
保
存

管
理
事
業
の
充
実
を
め
ざ
し
、
次
の
よ
う
な
各

項
目
に
つ
い
て
格
別
の
財
政
措
置
を
講
ぜ
ら
れ

る
よ
う
切
に
要
望
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

国
宝
、
重
要
文
化
財
の
保
護
対
策
の
充
実

　
一
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
理
・
管
理
・

　
　
　
防
災

　
二
、
伝
統
的
建
造
物
群
の
整
備

　
三
、
文
化
財
保
存
施
設
の
整
備

会
が
、

明
照
会
館
三
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
白
川
事
務
総
長
が
挨
拶
、
そ
の
後
川
井
委
貝

長
を
議
長
に
会
議
に
入
っ
た
。

四
、
伝
統
技
術
の
保
存
・
振
興

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
堂
復
興
に

　
　
　
　
　
　
調
査
団
を
派
遣

第
六
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
軍
門

　
　
去
る
十
二
月
二
十
日
午
後
二
時
か
ら
、

　
最
初
に
杜
多
国
際
文
化
部
長
か
ら
、
前
回
の

ル
ン
ビ
ニ
i
現
地
視
察
及
び
復
興
の
課
題
と
今

後
の
方
針
の
報
告
が
あ
っ
た
。
続
い
て
各
委
員

よ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
要
旨
次
の

よ
う
な
結
論
が
出
さ
れ
た
。

①
マ
ヤ
堂
の
復
興
に
関
し
て

　
菩
堤
樹
の
移
植
に
は
、
マ
ヤ
堂
の
解
体
修
理

も
必
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
早
急
に
専
門
家
を

含
め
た
調
査
団
を
現
地
に
派
遣
す
る
。

②
友
情
橋
に
関
し
て

　
本
会
は
、
W
F
B
と
の
約
束
に
よ
り
経
費
の

一
部
を
負
担
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
橋
の

設
計
変
更
に
よ
る
予
算
の
変
動
が
あ
る
た
め
、

結
論
は
先
お
く
り
に
す
る
。

　
最
後
に
、
次
回
委
員
会
を
四
月
中
旬
頃
に
開

催
す
る
事
を
決
め
、
閉
会
さ
れ
た
。

好評・長谷川先生の

「寺院運営の税務相談」

1割引でおわけしております

さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
寺
院
関
係
者
か
ら
、

評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で

も
本
誌
で
ご

紹
介
し
て
き

ま
し
た
、
本

会
顧
問
弁
護

士
の
長
谷
川

正
浩
先
生
が

著
し
た
『
寺

院
運
営
の
税

務
相
談
』
（
社

団
法
人
民
事

法
情
報
セ
ン

タ
ー
発
行
）

は
、
昨
年
＋

一
月
に
刊
行

　
　
　
　
好

　
本
書
は
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
寺
院

を
め
ぐ
る
法
律
や
税
務
の
諸
問
題
が
、
具
体
的

か
つ
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
部
「
宗
教
法
人
と
税
を
考
え
る
」
は
、

長
谷
川
先
生
が
本
会
の
「
税
務
セ
ミ
ナ
ー
」
で

行
っ
た
講
演
記
録
を
も
と
に
、
宗
教
法
人
税
制

が
社
会
的
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
今

日
ま
で
の
経
緯
と
、
今
後
の
展
望
を
概
説
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
第
二
部
「
寺
院
の
税
務
実
務
一
問
一
答
」
は
、

本
誌
に
昭
和
五
十
七
年
四
月
号
か
ら
連
載
さ
れ

て
き
ま
し
た
「
法
律
相
談
室
」
の
う
ち
で
税
金

に
関
す
る
も
の
を
、
一
問
一
答
形
式
で
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　
第
三
部
「
寺
院
の
財
務
手
引
」
は
、
本
会
税

務
委
員
会
で
編
集
さ
れ
た
「
財
務
手
引
書
」
を

収
載
し
た
も
の
で
す
。

ψゆ礎ゆしρφ’ゆφψ・ひψ◆ゆ◆轡9噌ゆ瀞ゆ“9ゆ◆ρ◇“φ砂r9帰◆ 驚
塾
◆
肇
◆
毒
◆
≒
◆
毛
◆
毒
◆
毒
◇
寺
◆
寺
◆
蔭
◆
も
◆
諺

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

鞭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

具用院寺

　　　浅草通り五鳳会加盟店

濠鹸拙渓匡1商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　　　電　話　　代表（841）4965

ダ
毒
◆
寺
◇
毎
◆
参
◆
警
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
蔭
◆
毒
◆
号
◆
も

　
中
で
も
、
「
寺
院
の
税
務
実
務
一
問
一
答
」
は
、

寺
院
収
入
の
基
本
的
な
考
え
方
、
税
務
調
査
へ

の
対
処
方
法
等
が
、
平
易
に
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
寺
院
住
職
が
日
々
直
面
し
て
い
る
諸
問
題

の
解
決
方
法
が
、
一
読
の
も
と
に
わ
か
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
各
地
で
寺
院
に
対
す
る
税
務
調
査
が
、

ま
す
ま
す
き
び
し
さ
を
増
す
状
況
の
中
で
、
本

書
は
全
て
の
寺
院
関
係
者
に
と
っ
て
必
読
の
書

と
い
え
ま
す
。

　
な
お
、
本
書
の
ご
注
文
は
左
記
ま
で
お
願
い

致
し
ま
す
。
定
価
（
千
八
百
円
）
の
一
割
引
き

で
お
分
け
頂
け
ま
す
。

〒
㎜
東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
一
一
九
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
I
S
ビ
ル
ニ
〇
五
号

　
　
　
　
　
長
谷
川
法
律
会
計
事
務
所

　
　
　
　
　
　
〇
三
－
三
五
二
一
四
五
五
四
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希
望
者
へ
「
全
日
本

仏
教
会
の
歩
み
」

　
　
　
　
　
　
お
頒
け
し
ま
す

　　　●　●　●　●　　●　o　●　■　●　●　●　●o　o　●

　
全
日
本
仏
教
会
は
、
一
九
五
七
年
に
財
団
法

人
と
し
て
発
足
し
、
一
昨
年
、
満
三
十
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
『
全
日
本
仏
教
会

の
歩
み
』
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
、
加
盟
団
体
を
中
心
に
広
く
配
布
さ
れ
、

各
方
面
で
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
念
誌
に
は
、
発
足
よ
り
今
日
に
到
る

ま
で
の
本
会
の
歴
史
と
、
現
在
の
活
動
内
容
が

わ
か
り
や
す
く
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

特
に
日
本
仏
教
の
戦
後
史
を
知
る
上
で
、
欠
か
　
　
　
も
と
も
と
、
一
般
へ
の
頒
布
を
目
的
と
し
た
　
　
　
そ
こ
で
、
残
部
を
実
費
（
一
冊
千
円
）
で
お

す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資
料
と
い
わ
れ
て
　
　
本
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
問
い
合
わ
せ
や
　
　
わ
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
希
望
者
は
、

お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
入
希
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
本
会
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
｝
p
｝
，
ー
レ
奮
　
　
　
　
　
垂
b
｝
b
垂
，
垂
p
｝
b
き
慶
｝
吟
｝
9
藍
　
　
　
　
　
　
｝
｝
｝
，
　
　
　
　
　
　
　
）
蒼
D
警
一
b
｝
レ
｝
一
」
ー
レ
塗
p
置
一
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孤
児
院
へ
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
・
…
・
．
・
　
　
　
　
．
▲
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お

　
　
　
…
．
　
　
　
　
9
・
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
本
会
で
は
本
年
二
月
十
五
日
ま
で
、

第
刷
回
者
二
言
ド
ル
、
現
地
へ
送
る

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
で
は
、
昨
年
八
月
、
今

世
紀
最
大
と
い
わ
れ
る
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
大

き
な
被
害
を
う
け
ま
し
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
救
援
募
金
嗣
覧

（
到
着
順
）

　
本
会
で
は
加
盟
団
体
す
べ
て
に
、
こ
の
災
害

に
対
す
る
救
済
協
力
の
要
請
を
行
い
、
別
掲
の

通
り
救
援
金
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
第
一
回
分
と
し
て
二
万
ド
ル
を
、
昨
年

十
二
月
に
ダ
ッ
カ
市
の
ダ
ン
マ
ラ
ー
ジ
カ
仏
教

引
き
続
き
救
援
金
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。　

（
送
金
先
）

　
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

　
　
　
㈱
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
郵
便
振
替
　
東
京
2
－
5
9
5
4
7

全　　　　　仏
第3種郵便物認可

額（円）金高名二二

　　100，000

　　　10，000

　　100，000

　　　50，000

　　　10，000

　　300，000

　　　20，000

　　　10，000

　　　20，000

　　　　6，000

　　　50，000

　　　　1，000

　　100，000

　　　10，000

　　100，000

　　　30，000

　　　　5，000

　　　10，000

　　　30，000

　　　22，500

　　　30，000

　　　10，000

　　　10，000

　　100，000

　　100，000

　　100，000

　　　10，000

　　100，000

　　　20，000

　　　12，000

　　300，000

1，862，423

　　103，250

　　100，000

　　100，000

　　200，000

　　50，000

　　300，000

　　40，000

日本仏教保育協会

真理舎

孝道教団

和琴

仁和寺

曹洞宗

浄土宗西山町：草派

岐阜県仏教会

西山浄土宗

吉野真常

沖縄県仏教会

大槻寺

松濤弘道

練馬区仏教会

東寺真言宗

和歌山県仏教会

日本仏教讃仰会

新義真言宗

妙見宗

四谷仏教会

中野区仏教会

真言宗須磨寺派

香川県仏教会

兵庫県仏教会

念法真教

高野山真言宗

滋賀県仏教会

臨済宗建長寺派

静岡県仏教会

三鷹仏教会

日蓮宗

埼玉県佛教会

茨城県仏教会

真言宗智山派

真言宗豊山派

浄土真宗本願寺派

黄漿宗

真宗大谷派

唱導職貝一同

4，532，173計A口
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U
忌
む
四
⑪
9
0
9
0
回

＠
＠
面
＠
団
＠
目
＠
＠
＠

ロ
ロ
ね
ロ
ね
ロ
ロ
ロ
セ
ロ

認
　
　
　
灘

団
＠
　
　
　
　
　
＠
＠

〇
四
　
　
　
　
　
　
〇
9

目
＠
　
　
　
　
　
　
面
Q

面6面6面面薦葡巳面匡〕〔了噴爾踊唾面面
Qσ⊇＠匡〕＠㊧＠⊆〕〔⊇匹｝＠匡〕Q9＠◎⊂並〕＠岨〔口⊂D團

噴
9
0
四
〇
四
〇
9
噛
四

＠
Q
＠
＠
＠
D
｝
ロ
」
＠
＠
Q

回答・全仏顧問弁護士

正浩長谷川

〔
質
間
〕
昨
年
末
に
閉
会
し
た
国
会
で
、
い

わ
ゆ
る
「
消
費
税
法
案
」
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
拙
寺
で
は
言
忌
の
他
に
、
小
規
模
な
が

ら
幼
稚
園
、
駐
車
場
の
経
営
と
、
土
地
の
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後

ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
、
具
体
的
に

御
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
県
　
A
住
職
）

〔
回
答
〕
租
税
は
、
直
接
税
と
間
接
税
と
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
所
得
税
や
法
人
税
は
直
接

税
で
あ
り
、
消
費
税
は
、
砂
糖
消
費
税
や
酒

税
と
同
じ
く
間
接
税
で
す
。
直
接
税
と
は
法

律
上
の
納
税
義
務
者
と
、
租
税
の
実
質
上
の

負
担
者
が
、
一
致
す
る
こ
と
を
立
法
者
が
予

定
し
て
い
る
も
の
を
い
い
、
間
接
税
と
は
法

律
上
の
納
税
義
務
者
と
、
租
税
の
実
質
上
の

負
担
者
が
、
一
致
し
な
い
こ
と
を
立
法
者
が

予
定
し
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
所
得
税

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　，　・　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　■　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徊　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　・　・　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　9　・　●　　　　　　　　　　　　　　　●　・　o　●　　　　　　　　　　　　　　・　●　●　・　　　　　　　　　　　　　・　9　●　・　　　　　　　　　　　　・　●　●　o　　　　　　　　　　．　…　　　　　　　　　．　．　・　・　　　　　　　　・　o　．　・　　　　　　　o　■　．　．　　　　　　●　●　膠　・　　　　●　・　●　■　　　…　　　　　●　　●　・　●　●　■　●　●　，・　●　9

や
法
人
税
は
、
法
律
上
の
納
税
義
務
者
も
、

租
税
の
実
質
的
負
担
者
も
、
個
人
や
法
人
で

両
者
が
一
致
し
て
い
ま
す
。
　
一
方
、
砂
糖
消

費
税
の
納
税
義
務
者
は
砂
糖
類
の
製
造
者
等

で
す
が
、
税
の
実
質
的
負
担
者
は
砂
糖
を
消

費
す
る
者
で
す
。
ま
た
、
酒
税
の
納
税
義
務

者
は
酒
類
の
製
造
者
等
で
、
そ
の
実
質
的
負

担
者
は
酒
類
を
消
費
す
る
者
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
今
回
の
消
費
税
は
、
間
接
税
の

な
か
で
も
、
酒
税
等
の
よ
う
に
商
品
を
特
定

し
な
い
で
、
物
を
購
入
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
う
け
た
り
す
る
と
、
物
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
者
が
全
て
法
律
上
の
納
税
義

務
者
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
提
供
を
う
け
る
者

が
全
て
租
税
の
実
質
的
負
担
者
と
な
る
と
い

　
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
授
業
料
や
寄
付
金

に
つ
い
て
は
、
対
価
性
が
あ
っ
て
も
特
別
に

消
費
税
は
か
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
入
学
金
収
入
や
、
例
え
ば
絵
本
を

売
る
と
い
う
よ
う
な
物
品
販
売
に
該
当
す
る

と
、
こ
れ
に
は
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
ま
た
貴
寺
で
は
駐
車
場
と
土
地
の
貸
付
を

行
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
い
ず

れ
も
消
費
税
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
収
益
事
業
を
や
る
場
合
は
原
則
と
し
て

課
税
さ
れ
ま
す
か
ら
、
物
品
販
売
や
席
貸
・

出
版
や
宿
泊
・
茶
道
・
生
花
・
書
道
等
の
教

授
な
ど
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
収
益
事
業
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

う
も
の
で
す
。

　
御
質
問
の
趣
旨
は
、
こ
の
消
費
税
が
貴
寺

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
第
一
に
納
税
義
務
者
と
し
て
の
貴
寺
は

ど
う
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
み
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
寺
院
も
納
税
義
務
者
と
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
国
内
で
対
価
性
の
あ
る
事
業

を
行
な
う
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
宗
教
法
人

本
来
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
所
得
に
は
対
価

性
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
消
費
税
は
課
せ
ら

れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
布
施
収
入
や
お
守

り
・
お
札
・
お
み
く
じ
か
ら
の
収
入
は
、
課

税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

美
術
館
や
博
物
館
の
入
館
料
も
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
拝
観
料
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。
前
に
も
言
い
ま
し
た
よ
う

に
、
課
税
さ
れ
る
か
さ
れ
な
い
か
の
分
れ
目

は
対
価
性
の
有
無
で
す
。
と
こ
ろ
で
布
施
収

入
は
、
布
施
行
の
一
つ
財
施
の
結
果
で
す
か

ら
、
法
律
上
は
贈
与
も
し
く
は
所
有
権
の
放

棄
と
無
主
物
先
占
で
す
。
し
た
が
っ
て
理
論

的
に
は
対
価
性
が
な
く
、
消
費
税
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
布
施
は
巷
間
、
御
経
料
と
か
塔
婆

料
と
か
葬
儀
料
と
か
い
わ
れ
、
一
般
の
常
識

で
は
宗
教
的
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
い
る
む
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

以
前
に
も
こ
の
欄
で
指
摘
し
た
こ
と
で
す
が
、

私
達
宗
教
者
が
気
を
つ
け
な
い
と
、
今
後
布

施
も
消
費
税
の
対
象
に
と
い
う
議
論
が
さ
れ

な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
布
施
の
本
質
を
檀

信
徒
に
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
第
二
に
消
費
税
の
実
質
的
負
担
者
と
し
て

の
寺
院
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か

ら
は
、
寺
院
が
消
費
を
す
る
場
合
、
全
て
に

こ
の
消
費
税
が
か
か
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
寺
院
が
物
品
を
購
入
し
た

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
う
け
た
り
し
て
消

費
税
を
負
担
す
る
の
は
、
寺
院
が
直
接
税
務

署
に
納
税
の
義
務
を
負
う
の
で
は
な
く
、
売

り
主
が
納
税
義
務
を
負
っ
て
い
る
た
め
、
税

金
分
だ
け
代
金
が
値
上
が
り
す
る
結
果
、
そ

れ
だ
け
高
価
な
も
の
を
買
う
羽
目
に
な
る
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
の
意
味
で
消
費
者
で
あ

る
寺
院
が
実
質
的
に
租
税
を
負
担
す
る
の
で

す
。
例
え
ば
二
〇
〇
〇
万
円
の
庫
裡
を
新
築

し
よ
う
と
し
ま
す
。
今
ま
で
は
二
〇
〇
〇
万

円
の
請
負
代
金
で
す
ん
だ
も
の
が
、
業
者
に

三
％
で
あ
る
六
〇
万
円
の
消
費
税
が
か
か
る

結
果
、
二
〇
六
〇
万
円
に
請
負
代
金
が
値
上

げ
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
こ
と
は

寺
院
が
他
の
消
費
者
と
全
く
同
じ
立
場
に
あ

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
消
費
税
が
国
会
を
通
っ
た
結
果
、
私
達
と

し
て
は
、
今
後
特
に
右
に
述
べ
た
第
一
の
点

に
留
意
し
な
が
ら
、
布
施
の
本
質
を
貫
き
と

お
す
こ
と
が
肝
要
に
思
わ
れ
ま
す
。
あ
る
意

味
で
は
宗
教
者
と
し
て
、
か
な
え
の
軽
重
を

問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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第3回部落解放基礎講座
　　　　、
京都で60余名が受講

　
同
宗
連
（
『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教
教

団
連
帯
会
議
）
主
催
の
第
三
回
部
落
解
放
基
礎

講
座
が
、
去
る
十
二
月
七
・
八
日
の
両
日
、
浄

土
宗
西
山
禅
林
寺
派
本
山
の
禅
林
寺
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。

　
部
落
解
放
基
礎
講
座
は
過
去
三
年
間
、
毎
年

全
国
三
会
場
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
京
都

会
場
が
昭
和
六
十
三
年
に
お
け
る
最
後
の
講
座

と
な
っ
た
。

　
仏
教
・
神
道
・
キ
リ
ス
ト
教
の
各
団
体
、
各

県
同
宗
連
か
ら
受
講
者
六
十
余
名
が
参
加
、
各

講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
七
日
午
後
一
時
か
ら
禅
林
寺
本
坊
鶴
寿
台
で

開
講
式
が
行
わ
れ
、
今
回
の
講
師
で
も
あ
る
真

宗
大
谷
派
同
和
推
進
本
部
委
員
・
今
堂
康
雄
師

の
開
会
の
辞
、
禅
林
寺
派
宗
務
総
長
水
野
良
雄

師
の
挨
拶
の
後
、
伊
東
俊
彦
同
宗
連
事
務
局
長

か
ら
、
二
日
間
の
日
程
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
開
講
式
を
終
了
し
た
。

　
映
画
を
併
用
し
て
講
義

　
午
後
一
時
半
か
ら
講
義
ω
と
し
て
、
日
本
聖

公
会
の
田
光
信
幸
氏
が
、
「
部
落
差
別
の
歴
史
」

を
テ
ー
マ
に
、
資
料
と
映
画
を
併
用
し
な
が
ら

講
義
を
行
っ
た
。

　
田
光
氏
は
最
初
に
、
部
落
差
別
の
起
源
に
つ

い
て
①
人
種
②
職
業
③
宗
教
④
政
治
の
四
説
が

あ
る
事
を
詳
細
に
説
明
、
こ
れ
ら
の
諸
説
が
混

然
と
説
か
れ
、
ま
た
理
解
さ
れ
て
来
た
経
緯
を

報
告
し
た
。
そ
し
て
明
治
四
年
発
布
の
「
解
放

令
」
、
大
正
十
一
年
の
水
平
社
創
立
に
触
れ
ら
れ

た
後
、
昭
和
五
十
六
年
の
同
宗
連
結
成
で
話
を
結

ば
れ
た
。

　
午
後
四
時
か
ら
講
義
②
と
し
て
、
今
堂
康
雄

師
が
「
宗
教
と
部
落
差
別
」
の
テ
ー
マ
で
講
義

を
行
っ
た
。

　
今
堂
師
は
、
宗
派
内
で
起
っ
た
三
つ
の
差
別

事
件
を
実
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
今
日
を
生
き

る
宗
教
者
と
し
て
、
①
同
和
問
題
は
政
治
的
・

社
会
的
問
題
で
あ
っ
て
「
信
心
」
の
場
で
取
り

上
げ
る
べ
き
問
題
で
な
い
、
②
「
信
心
」
さ
え

は
っ
き
り
し
た
ら
差
別
は
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
、
等
々
の
見
解
に
は
疑
問
が
残
る
、
と
問
題

提
起
を
行
っ
た
。

　
午
後
六
時
半
か
ら
永
観
堂
会
館
に
て
夕
食
、

七
時
半
か
ら
部
落
解
放
同
盟
京
都
府
連
と
の
懇

談
会
を
行
っ
た
。
京
都
府
連
か
ら
は
、
禅
林
寺

近
在
の
錦
林
支
部
か
ら
四
名
が
参
加
し
た
。
京

都
市
下
の
活
動
状
況
、
錦
林
地
区
の
現
状
報
告

が
行
わ
れ
、
差
別
の
陰
湿
化
の
実
例
と
し
て
、

岩
倉
地
区
差
別
落
書
事
件
の
現
場
写
真
が
公
表

さ
れ
た
。

　
午
後
九
時
半
か
ら
永
観
堂
会
館
会
議
室
で
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
第
一
日
目
の
日
程
を
終
了
。

　
　
四
分
散
会
で
討
論
研
修

　
第
二
日
目
は
午
前
八
時
半
か
ら
四
つ
の
分
散

会
に
分
か
れ
、
討
議
研
修
を
行
っ
た
。
そ
の
後

十
一
時
か
ら
全
体
会
、
各
分
散
会
の
討
議
内
容

が
発
表
さ
れ
た
。
今
回
の
受
講
者
は
初
め
て
参

加
し
た
人
が
多
く
、
差
別
の
実
例
等
に
関
す
る

意
見
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
全
体
意
見
と
し
て

「
部
落
差
別
は
観
念
的
な
理
解
で
は
な
く
、
感

性
と
し
て
、
ま
た
個
人
の
意
識
の
中
に
実
態
を

と
も
な
っ
て
理
解
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
」
と

ま
と
め
ら
れ
た
。

　
昼
食
の
後
、
午
後
一
時
か
ら
講
義
③
と
し
て

「
現
代
に
お
け
る
部
落
差
別
」
を
テ
ー
マ
に
、

日
本
基
督
教
団
の
小
野
一
郎
氏
が
講
義
を
行
っ

た
。
　
「
世
界
人
権
宣
言
四
十
周
年
記
念
の
年
を

お
ぼ
え
つ
つ
」
．
の
副
題
で
、
日
本
の
世
界
人
権

宣
言
の
批
准
に
至
る
経
過
、
ま
た
人
権
宣
言
の

基
本
精
神
と
部
落
解
放
運
動
の
精
神
の
関
係
へ

と
話
は
進
み
、
昭
和
六
十
二
年
公
布
の
「
地
域

改
善
対
策
事
業
に
係
わ
る
国
の
財
政
上
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
」
　
（
地
対
財
特
法
）
の
説

明
で
話
を
結
ば
れ
た
。

　
午
後
三
時
半
か
ら
閉
講
式
が
行
わ
れ
、
二
日

間
に
わ
た
る
全
日
程
を
終
了
し
た
。

●

一
九
八
九
年
版

●　　　　　o

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中
　
．

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
要
領
に
て
、

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
　
容
　
三
帰
依
文
、
．
四
弘
誓
願
、
宗
門
・

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
そ
の
他

サ
イ
ズ
　
9
×
1
4
㎝

定
価
．
六
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－

　
　
　
　
四
　
全
日
本
仏
教
会
　
　
　
　
困

　
　
　
　
　
「
全
仏
手
帳
係
」
宛

騨
羅
掴
懸
　
嚢

　
　
　
こ
げ
茶
、
法
輪
マ
ー
ク
付
き

　
　
　
　
　
　
　
￥
一
、
五
〇
〇
円

州
輝
瀞
熱
露
寒
篇

　
　
　
　
　
　
　
径
一
㎝
、
ネ
ジ
式

　
　
　
　
　
　
　
￥
一
、
○
○
○
円

　
海
量
繊
礁
縷
聴
唖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
財
務
渾
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三
月
入
日
、
日
本
棋
院
で

　
第
六
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会
は
、
左

記
の
通
り
開
催
か
決
ま
り
ま
し
た
。

　
参
加
希
望
の
方
は
、
本
会
国
際
文
化
部
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

日
　
　
寺

　
　
　
日

嗣
　
　
場

参
加
資
格

参
加
費

平
成
元
年
三
月
八
日
（
水
）

日
本
棋
院
（
東
京
・
市
ヶ
谷
）

全
仏
加
盟
団
体
所
属
の
僧
侶

一
万
円
（
昼
食
・
懇
親
会
費
・

記
念
品
代
を
含
む
）

競
技
方
法
　
①
次
の
ク
ラ
ス
を
選
択
す
る

　
　
　
　
A
（
五
段
以
上
）
、
B
（
三
・
四
段
）

　
　
　
　
C
（
初
・
二
段
）
、
D
（
一
級
以
下
）

　
　
　
　
E
（
五
級
以
下
）

　
　
　
　
②
オ
ー
ル
互
先

懇
親
会
　
大
会
終
了
後
、
表
彰
式
を
兼
ね

　
　
　
　
　
て
行
う

問
い
合
せ
　
全
仏
国
際
文
化
部
ま
で

毛イζ

融
通
念
仏
宗
管
長
、
総
本
山
大
念
仏
寺
法

宇
佐
見
皆
練
師
（
全
仏
理
事
）

昭
和
六
十
三
年
十
月
三
十
日
、

化
。
前
愛
知
二
仏
教
会
会
長
。

田
代
尚
光
師

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
工
日
、

八
＋
一
歳
で
遷

八
＋
五
歳
で
遷

山
田
無
文
師
（
元
全
仏
副
会
長
）

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日
、
八
十
八
歳

で
遷
化
。
元
臨
済
宗
妙
心
寺
派
管
長
、
花
園
大

学
名
誉
学
長
。

事
務
総
局
人
事

同
和
推
進
部
次
長
　
久
米
原
恒
久
1
2
・
1
新
任

美
璽
9
務
《
局
譜
録
．
至
湊

　
　
　
　
　
　
一
（
十
二
月
）
1

一
日
　
局
内
会
議

三
日
　
反
差
別
国
際
会
議
東
京
集
会
出
席

五
日

　
　
七
日

　
　
八
日

　
　
九
日

　
十
二
日

　
十
四
日

　
二
＋
日

二
＋
二
日

同
和
委
貝
三

三
木
元
総
理
本
葬
参
列

同
宗
連
研
修
会
出
席
（
～
八
日
）

東
京
都
仏
成
道
会
参
列

日
宗
連
理
事
会

岐
阜
県
戸
出
版
記
念
会
出
席

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
岐
阜
）

／
資ファミコンで、リアルタイムの株

時価速報など、最新の株式情報がたちまちわ

深夜でも株式の売買注文がピピッとできる。山

インF一皿。わが家のファミコンが、こんなに役i

朝
ラ
　
サ
と

る
の
た

カ
わ
汕
役

ま
る
な

　
と
こ

　
ピ
カ

雛
逢

蹄
鰯
欝
轟
轟

無
嚢熱ノ

ピ
ピ
ッ
と
株
式
、
＼

フ
ァ
ミ
コ
ン
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
1
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京。日本橋局区内山一燈下証券情報部宛ご請求くたさい。
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